　　　今月の樹「ヤツデ」
　晩秋から初冬にかけて花をつける樹木は少ない。こんな時期に花をつけても花粉を運んでくれる昆虫も殆どいないからであろう。そんな中でひっそりと花をつけている樹にヤツデがある。観察行でも黄葉や紅葉が華やかな季節、林床の日陰にひっそりと咲いている地味な花など、つい見過ごしてしまう。
　ヤツデは花はともかくとして大きな葉が特徴の常緑樹で、各地に自生し、庭木や庭園樹としても植えられているので一般にも種名自体は良く知られている。日陰に強いことから、暗い林床に生えたり、日陰に植えられることが多く、文字通り陰に埋もれてしまっている感がある。かっては、汲み取り式便所の目隠しに良く植えられていたとのことで何となく印象も芳しくないようだ。
　しかし、丈夫で日陰にも、大気汚染にも強く条件の悪い場所の植栽には欠かせない樹である。
また、良く見ると花の咲き方もユニークな樹でもある。

「名の由来」

和名の由来は、葉が深く切れ込み、掌状であるので八本の指のある手に由来する。しかし、実際の切れ込みの葉先は７、９，１１が多い。八は数字ではなく「多い」という意味でつけられたものであろう。また、別名はテングノハウチワであり、葉の形状に由来するが、古くはヤツデは病魔よけになると信じられており、疫病などが流行ったときに、この葉で追い払うという迷信が関係していると思われる。
「原産地・分布」
　ヤツデは日本の固有種で、本州の茨木県以南の太平洋側、四国、九州、沖縄の林内に自生が見られる。また、古くから人家や社寺に植栽されたので人家近くの林内や社寺林などいたるところでみられる。
「樹の特徴」

ウコギ科ヤツデ属（Fatsia Japonica）の常緑低木で樹高は１～３ｍ。樹皮は灰褐色、茎の上部には多数の葉痕があり、縦長の大きな皮目が
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ある。若い茎は緑色で褐色の長い毛が生える。　　　　　　　　　　
葉は互生で枝先に集まってつく。葉身は２０～４０㎝と大きく掌状に７～１１裂する。表面に滑沢があり、濃い緑色で厚みもしっかりしている。
花期は１１～１２月、枝先に球形の散形花序を円錐形につけ、花の咲き方は一斉に開花するのではなく、極めて特異的である。まず、円錐形花序の最上部の球形の花序が、白色の５弁、雄しべ５本の花を開花する。この開花は時間をかけ、順次下方に移って行く。（雄性状態）白色の花散るころに、やっと５本の雌しべが姿をみせます。（雌性状態）円錐花序全体では雄花と雌花が存在するように見えるので、図鑑によっては雌花と両性花がつくと記載されていますが、雄性先熟の両性花の集団とみるのが妥当でしょう。なお、受粉にはハエや小甲虫が関わっているようですが、季節がら花期を長くし受粉の機会を待つ知恵でしょう。
果実は液果で、直径７～１０ｍｍの偏球形で、翌年の４～５月に紫褐色＾～紫黒色に熟す。
「用途」主な用途は園芸用で国内は元より、欧州でも冬季にも緑色の葉をつけることからアオキと共に日本産の園芸樹として採用されている。
なお葉にはサポニンやα、β－ファトシンなどの薬効成分が含まれ、鎮咳、去痰などの風邪の症状時の煎じ薬として、またリューマチ・疼痛、腰痛時の入浴剤にも乾燥葉の煮汁が使われたとのこと。

